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ロ ラ ンCシ ス テ ム の 評 価―Ⅲ
日本海沿岸海域における9970チ ェーンの航走 中の精度
合田政次 ・中根重勝 ・吉村 浩
      Evaluation of the Loran  C  System—  III 
Accuracy of the 9970 Chain while the Ship is Cruising 
        in Coastal Areas of the Japan Sea
 Masaji GODA, Shigekatsu NAKANE and Hiroshi YOSHIMURA
 Generally speaking, it is very difficult to evaluate the accuracy of measurement of a ship's 
position by means of navigational receivers, while the ship is cruising at sea, because we can 
not know the "true position" of the ship. 
 We recorded continuously the position of the T. S. Kakuyo Maru by the Loran C, 9970 
chain and by radar at the same time when the ship voyaged through the Japan Sea in 
August, 1981 and compared with the data of two positions of the ship in order to evaluate 
the accuracy of the Loran C System, 9970 chain. 
 The mean distances from the position decided by radar to that by the Loran C system 
were about 0.4 nautical miles toward the south west in the sea off the north west of 
Kyushu, about  0.1 nautical mile toward the north west in the sea off Yamaguchi Prefecture 
to Okinosima, and about 0.1 nautical mile toward the north east in the sea off Noto Hanto. 
Standard deviation of the distance was  0.3•4.4 nautical miles in each area. There was a slip 
in the reading of time difference in 90  % of cases north of 38°N, but the mean distance and 
standard deviation between two positions of the ship were about the same value as in the 
area south of 38°N after correction of the slip. 
 The difference between two positions by processer and by the Loran C table varied in 
each area, but the mean value of distance and standard deviation were  0.1±0.2 nautical 
miles
日本海 の沿岸海域 は,全 域が ロランAの 利用範囲 と'
され,北 東部 と南 西部 にはデ ッカチ ェー ンも設置 され
ている.し か し,そ れぞれ限界付近 における精度の低
下 や,基 線延長線付近 の利用不可能 な海域が存在す る
な どの欠点があ る.日 本海で も韓国に5970チ ェー ンが
開設 され たことと,自 動受信 機の開発 とが あいま って
ロ ランCシ ステムの利用範囲拡大 と精度 の向上が期待
されてい る.
本 システムめ精度 の総合的な評価 によ り,他 システ
ムとの比較や適切 なシステムの利用 をはか り,よ り高
精度な船位 を得 られ るように努 めることが重要であ る.
『著者等は先 に 日本海南西部の海上定点におけ る評価 を
行い,短 期間 なが らその再現 性,安 定性が高 く,位 置
誤差 は0.'2～0.'5で あ るとの結果を得た(1).本 報で は
9970チ ェー ン(SS3)の,航 走中の精度 につ いて,レ
ーダ位置を基準 として相対位置誤差を求 めることによ
って,そ の評価 を行 った結果について報告す る.
測 定 方 法
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32 合田 ・中根 。吉村:ロ ランCシ ステムの評価一皿
0.'13～0.'23で,海 域 による差はわずかで ある.全 般
にCP9はCT9よ りRPに 近 くなる傾 向が あり,
標準偏差 も小 さいか ら,そ の まま使用 しても精度は充
分であ ろう.し か し受信機 の機種 によりWGS-72の
測地 系によ る位置 を表示す るものがあ るか ら,そ の補
正を加え ることが必要な場合があ ることに留意 しな け
ればな らない.
要 約
日本海の沿岸海域 に おける9970チ ェー ンの 航走 中
における精度 について,レ ーダによる測定位置 との比
較 による 評価を 行 った.そ の結果,九 州北西 部では
9970チ ェー ンに よる位 置は 西偏 し,山 陰沖を 境 とし
て北東部へ移 るにつれて東偏 す る傾 向が ある.平 均偏
位距離 は,海 域によ って差があ るものの0.'07～0.'38
であ り,そ の標準偏差は0.'25～0.'40で,安 定 したデ
ッカシステムとほぼ同 じ精度 と言 える.
新潟以北 の海域で は,ス リップの発生率が高 く,昼
間で も回復 しない ことが多い.し か しス リップの修正
を行えば,そ れ以南 の海域 とほぼ同 じ精度 で位置を得
ることができるが,修 正量 の決定 に誤 りを生 ずるおそ
れがあ り,デ ッカ,ロ ランAな どとの併用を考 えるべ
きで あろ う.
自動受信機では,測 定方 法が容易 であり,そ の位置
は,テ ーブルや チャー トによる ものよ りもレーダ位 置
に近 くよい精度で あるか ら,今 後一層広 く利用 され る
べ きであろ う.し か し,海 域によ り定偏差が異な り,
変動幅があ ることに留意 し,充 分な誤差界 を設定 して
利用 されねばな らない.
今後の問題 と して は,海 域によ り適正な チ ェーンの
利用をはか るために5970チ ェー ンとの相互比較 による
評価が必要である.
本研究にあた り,御 協力を賜 った鶴洋丸船長阿部茂
夫教授,測 定に御協力い ただいた同船の乗組 員各位 と
実習生 の諸君,測 定機器を使用 させていただいたセナ
ー株式会社福岡営業所 の各位 に深甚の謝意を表 す る.
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